ベンチャープロジェクト

企画・計画・報告書


	プロジェクト完成承認日
	平成　　年　　月　　日（　曜日）

	議長承認
	氏名

	コメント



	隊長承認
	氏名

	コメント




ボーイスカウト静岡県連盟　　　第　　　団

　　氏名

ベンチャープロジェクト

企画書

	プロジェクト名


	

	プロジェクトチームの名称と形態


	

	提出日


	平成　　年　　月　　日（　曜日）

	提出者


	



	企画書承認日


	平成　　年　　月　　日（　曜日）

	議長承認
	氏名

	コメント



	隊長承認
	氏名

	コメント




	
目的


	

	
目標（活動内容）


	

	挑戦分野


	

	プロジェクト期間
	平成　　年　　月　～　平成　　年　　月

	計画書提出予定日
	平成　　年　　月　　日

	準備期間


	平成　　年　　月（初旬・中旬・下旬）　～

平成　　年　　月（初旬・中旬・下旬）

	実施期間


	平成　　年　　月（初旬・中旬・下旬）　～

平成　　年　　月（初旬・中旬・下旬）

	報告書作成期間


	平成　　年　　月（初旬・中旬・下旬）　～

平成　　年　　月（初旬・中旬・下旬）

	報告書提出予定日
	平成　　年　　月　　日

	活動場所


	

	予算


	


ベンチャープロジェクト

計画書


	プロジェクト名
	

	挑戦アワード
	

	実施活動期間
	実施展開期間
	平成　　年　　月　　日（　曜日）　～　平成　　年　　月　　日（　曜日）

	
	準備期間
	平成　　年　　月　　日（　曜日）　～　平成　　年　　月　　日（　曜日）

	
	報告書作成

期間
	平成　　年　　月　　日（　曜日）　～　平成　　年　　月　　日（　曜日）

	展開場所
	準備段階
	主に

	
	最終段階
	主に

	活動チーム名と

メンバー


	活動チーム名

メンバー氏名



	提出日
	平成　　年　　月　　日（　　曜日）

	提出者
	



	計画書承認日
	平成　　年　　月　　日（　　曜日）

	議長承認
	氏名

	コメント
	

	隊長承認
	氏名

	コメント
	


	目的
	


	目標（活動内容）


	


	実施場所

（活動内容ごとに）


	

	全体計画の

ﾀｲﾑｽｹｼﾞｭｰﾙ


	

	各部分計画の

ﾀｲﾑｽｹｼﾞｭｰﾙ


	


	予算
	


	支援を求めることと指導依頼先
	


	予想される障害と解決策
	障害（懸念事項）
	解決策

	
	

	


ベンチャープロジェクト

報告書


	プロジェクト名
	

	挑戦アワード
	

	実施活動期間
	実施展開期間
	平成　　年　　月　　日（　曜日）　～　平成　　年　　月　　日（　曜日）

	
	準備期間
	平成　　年　　月　　日（　曜日）　～　平成　　年　　月　　日（　曜日）

	
	報告書作成

期間
	平成　　年　　月　　日（　曜日）　～　平成　　年　　月　　日（　曜日）

	展開場所
	準備段階
	主に

	
	最終段階
	主に

	活動チーム名と

メンバー
	活動チーム名

メンバー氏名



	提出者


	

	企画書承認日
	平成　　年　　月　　日（　曜日）

	計画書承認日
	平成　　年　　月　　日（　曜日）

	報告書提出日


	
平成　　年　　月　　日（　曜日）


	目的


	

	目的に対する評価

と反省
	


	目標（活動内容）


	


	目標に対する評価

と反省
	


	実施場所

（活動内容ごとに）
	


	全体計画の

ﾀｲﾑｽｹｼﾞｭｰﾙ


	


	各部分計画の

ﾀｲﾑｽｹｼﾞｭｰﾙ
	


	スケジュールに対する評価と反省
	


	会計報告


	

	全体の評価と反省

（次のプロジェクトへ）
	



全てのプロジェクトが完成し、議長と隊長が、承認した年月日を記入します





プロジェクトを一言で表わします。本の題名みたいなものです。





プロジェクトにあった名前を入れます。


また、グループによるものか、個人によるものか形態を記入します。





企画書を提出した年月日を記入します





企画書を作成した人の名前を記入します





議長と隊長が、承認した時点の年月日を記入します





①どんなこと(内容)を通じて、②何(行動)をすることによって、③何(知識･技能)を得ることができ、④何(知識･技能)を生かして、今後どのようにしていきたいか(展望)を記入します。





目標とは、目的を達成するために、どんなことを行うのか、活動の内容を記入します。ここに書かれる活動内容は、実施期間の中で行われるものが記入されます。





メインの活動で、挑戦する分野を記入します(例:キャンプ、スポーツ、学校、アルバイト、奉仕、文化、統計、部活等々)





準備段階から報告書完成までの期間を記入します





計画書を提出したい予定日を記入します





メインとなる活動に対する準備段階の期間を記入します





メインとなる活動の期間を記入します





事後の期間を記入します





企画書、計画書、実施記録、報告書までの全てを提出したい予定日を記入します





目標に書かれている複数の活動内容がどこで実施されるのか、場所を記入します。


提出したい予定日を記入します





プロジェクト開始から報告書完成までにかかる科目ごとの費用を記入する（概算でＯＫ）





企画書のプロジェクト名と同じものを記入します。





企画書の目標から導き出されたアワード名を記入します。





計画書を作成した人の名前を記入します





メインとなる活動に対する準備段階の年月日を記入します





メインとなる活動の年月日を記入します





事後の記録作成や報告書作成期間の年月日を記入します





それぞれの段階において主となる活動の展開場所を記入します





企画書に記入したプロジェクトチーム名とプロジェクトに参加しているメンバーを記入します。





計画書を提出した年月日を記入します





議長と隊長が、承認した時点の年月日を記入します





企画書の目的と同じものを記入します。





企画書の目標と同じものでも良いが、企画書の時より目標が具体的になっている方が望ましいです。





それぞれの目標(活動内容)に記入されている項目ごとに実施場所を記入します。





メインとなる実施展開期間に行われた活動をタイムスケジュールにして記入します。


いつからいつまで行ったのか記入します。（活動内容ごとの流れ）








メインとなる実施展開期間に行われる活動をタイムスケジュールにして記入します。








企画書であげた科目ごとの詳細（具体的項目）を記入します。


準備段階、メインの活動、事後段階ごとに予算を記入する方法もあります。





準備期間から報告書提出までの間に、自分たちだけではできないことに対する支援の内容と、誰にその支援を求めるか記入します。





準備期間から報告書提出までの間に、障害となること、懸念されることを記入し、それぞれに対して、こうすれば解消できるというものを解決策に記入します。





計画書と同じものを記入します。





計画書と同じものを記入します。





実際に要したメインとなる活動の年月日を記入します








実際に要した事後の記録作成や報告書作成期間の年月日を記入します


事後の年月日を記入します





実際に要した準備段階の年月日を記入します





それぞれの段階において実際に行った主となる活動の展開場所を記入します





計画書に記入したプロジェクトチーム名と実際にプロジェクトに参加しているメンバーを記入します。





報告書を作成した人の名前を記入します。


(企画書・計画書・報告書は同一人物でなければなりません)





議長と隊長が、企画書を承認した年月日を記入します





議長と隊長が、計画書を承認した年月日を記入します





全てが完成し、全ての書類(企画書・計画書・記録・報告書)を提出した年月日を記入します





計画書の目的と同じものを記入します。





プロジェクト開始から準備段階、メインの活動、事後の報告書作成に至るプロセスの中で、プロジェクトの目的を振り返り、できたことやできなかったこと、こうすればできた、次回はこうすべき等々、具体的な事柄から導き出します。





プロジェクト開始から準備段階、メインの活動、事後の報告書作成に至るプロセスの中で、本来考えていた目標(活動内容)を振り返り、できたことやできなかったこと、こうすればできた、次回はこうすべき等々、具体的な事柄から導き出します。





計画書の目標と同じものを記入します。





それぞれの目標(活動内容)の項目ごとに実際に行った実施場所を記入します。





準備期間から、実施展開期間、報告書完成までの、実際に行った期間をタイムスケジュールにして記入します。





準備期間から、実施展開期間、報告書完成までの期間をタイムスケジュールにして記入します。


（全体の流れ）





実施したスケジュールを振り返り、計画していたスケジュールの中で、できたことやできなかったこと、こうすればできた、次回はこうすべき等々、具体的な事柄から導き出します。





実際の収入(どこから、金額)と実際の支出(どこで、内容、金額)を記入します。





全体を振り返り、自分自身が成長できた部分、成長できなかった部分、プロジェクトの内容として、よくできたこと、できなかったことを記入し、次回のプロジェクトで成長させたい部分および今後やってみたいことを、今後の課題として記入します。
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